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映画『血と骨Jにおける「怪物的」な男とその女
金制:硯
1.はじめに
映画『血と骨~ 1は、「在日Jの第2世世代で「在日J文学者である梁石臼 2の小
説『血と骨~ (1998年)を原作に、雀洋一監督3によって2004年に映像化された。 4
握監督は、梁石自の小説 f虫と骨』の映画の実現化において、「主人公の金俊平
が送った人生は、紛れもないE本の「在司朝鮮人J一世の生きざまの一つであり、
金俊平のキャラクターも「在日務鮮人j 一世にありがちなものでもあるが、日本に
おける「在日朝鮮人j の歴史的・社会的・政治的問題はなるべく映画の背後に退け
て、前面にはその一般性を強く出したかったJ5ため、実際映画『血と骨』は一般
性のある rf国Jとしての金俊平の一生を描き、雀監督の狙い通りの評価を獲得し
た。 6
しかし本稿の基本的な立場は、映画『盛と骨』は在日朝鮮人男性のステレオタイ
プ7の無意識・無批判的に再生産したのではなく、むしろ「怪物J的な在日斡鮮人
男性ステレオタイプに極めて近似した存在として、意識的に書き出した作品である。
なぜなら、映画版において金俊平とその周囲の人間関係でみられる、金俊平の「怪
物的j 暴力は、日本帝盟による植民地支配下によって生じ、それに対する反作用・
反動として膨張した「怪物j的暴力性であることが、映画版の細部に刻印されてい
るからだ。
本稿では、金俊平と彼を取り巻く入院との関係、特に3人の女性との関係を中心
に、その女性たちにむける俊平の f怪物」的な暴力と支配欲が、日本帝国の植民地
支配による産物であることを考察する。そのことによって、佳監督が金俊平の表象
に在日朝鮮人の歴史的・政治的・社会的分脈を組み込んでいることを立証すること
ができる。
2. 被植民者による家父長主義的暴力と植民地出身女性一一李英姫
映画版では、金俊平と間じく朝鮮半島の済州島出身の英姫、日本人で戦争未亡人
の清子、日本人で子持ちの鳥谷定子の3人の女性が登場し、金俊平と3人の女性と
の関係において、植民地支配・ジェンダー支配・エスニシティーにおけるヒエラル
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キーが複雑に交差するところを措いてみせた。本節では、これらの開題をふまえて
金俊平という人物が、映菌版においてどのように f怪物j 的在日朝鮮人・男性とし
て再構築されたのかを、金俊平と3人の女性たちとの関係性を通して考察する。
まず一人自に、映画版において金俊平と伺じ朝鮮半島の済州島出身で、俊平の妻
で子供たちの母親の李英姫と俊平の関係を考察する。
小説版の英姫は、性的自律性を備えた女性であるが、映画版の英姫は、俊平の性
暴力に抵抗することもできない弱い女性として描かれている。これに当たる場面は
以下の通りである。
映画と小説における金俊平と英姫の肉体関係表1)
俊平が悪びれることなく座敷に座りこんで、
ている。(中略)
英姫「アイゴ、イノム(この野郎)! Jと、俊平に段りかかる。
俊平、ひょいと避けて、英姫にのしかかっていく。英姫の体をまさぐる俊
平。(中略)
四つん這いになって逃げ出そうとする英姫を、俊平、後ろから抱きすくめ
る。
英姫、俊平を払い除けようとするが、しっかりと虫のようにへばりついて
いる俊平。(中略)強引に唇を重ね、無理矢理舌をねじこむ。英姫、声をたて
ることができない。(中略)英姫、両脚を強く閉ざして押しとどめようと抵抗
主歪が、下履きをはぎ取られ、英姫の中に俊平が押し入ってくる。 (pp.102
"-' 105)8 
金俊平の暴行に抵抗する李英姫
マツコリ(どぶろく)をあおっ
図2英姫を暴行する金俊平図 1
??『???』
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~I 溜を飲み終えた金俊平は英姫の体を求めた。このいまわしい性の快楽!英
二i姫の体に押し入ってくる金俊平の力の前に英姫は何もかも忘れてしまう。そ
号!れはひとときの夢 幻のようで、あった。(上、 p.153)9
骨
金俊平との肉体関係において、小説版では性の快楽を自覚している英姫だが、映
画版では俊平の性暴力の一方的な被害者である。在監督は、映画版において英姫の
性的自立性を排除することで、金俊平によって身体的・性的支配を受ける英姫へと
再構築した。さらに金俊平による、快楽を一切伴わない身体的・性的・精神的暴力
の、一方的 f犠牲者j として英姫を描いた。
加えて英姫の経済的自立の側面について言えば、小説版では俊平との出会い以前
からfr5を一人で切り盛りしながら一人娘を育てる経済的自立性10を持つ女性として
描かれている。
それに対して映画版において英姫は、俊平と結婚する前の英姫の経済活動は映画
の冒頭においてナレーションで説明されるだけで、結婚後の英姫の経済活動に関す
る描写も少ない。だが俊平が清子と別家で暮らすようになることをきっかけに、英
姫は自宅のl階を食堂にして経済活動をすることで俊平の経済的支配から逃れる女
性として措かれている。映画販における英姫の経済活動の場面に該当するのは以下
の表の通りである。
表2)映画版における英姫の経済活動
①俊平と結婚前の英姫の経済活動
正雄の声「これが、僕のお母んです…・・・お母んは十六の歳に、いっぺん嫁い
だんですが、(中略)我慢でけず済州島を飛び出して……それから、岸和
画映
田の紡績工場で働き始め……J(中略)rそこで妻子持ちの朝鮮人主任と
ねんごろになって、妊娠して、紡績工場を追い出されてしもたんです…
血 …J (pp.l 03'"'-' 1 04) 
と ②俊平が清子と別家暮らし始めてからの英姫の経済活動
骨 大成通り裏・朝鮮人長屋(一九五二年・初夏)
「弁天市場Jから見えていた焼け野原も、すっかり復興している。(中略)
英姫(48歳)が「あさひ食堂」と書かれた暖簾を軒先にかけ、水を打つ。
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食堂を始正雄の芦 fお母さんも父親に張り合うようにして、行商をやめて、
めたんです......J 
家の前で俊平(46歳)が憎々しげに見ている。
英姫、俊平の視線を無視して中に入る。 (pp.136 ~ 137) 
???????
ここでなぜ在監替は映画版の英姫を金俊平による性的・身体的・精神的・経済的
暴力の犠牲者に変えたのか、その上弱い女性に作り上げられた英姫に向ける俊平の
「怪物j 的暴力の意味を在日朝鮮人がおかれてきた社会的地位の側面から考察する
必要がある。
先に結論から述べると、金俊平が英姫に向ける暴力は、日本帝国の植民地支配に
よって屈折させられ、強化された朝鮮半島の家父長制と「賢母良妻」イデオロギー
の所産である。この点において映画版では、俊平の暴力が自本植民地支配における
産物であり、しかもその暴力が「怪物」的であることを浮き彫りにするために、英
姫はその暴力に抵抗することが出来ない犠牲者として再構築したのである。
朝鮮半島において「家父長制J11は、儒教的規範を強く受容し、儒教を背景とし
て性別に基づく強い役割意識が植えつけられていた。 12しかし朝鮮半島の関留と
1905年の第2次日韓条約(乙己条約)の締結を境に、近代国家建設と国力培養のため、
社会の基本である家庭の改革を提唱し、国民教育が強調されたが、特に次世代の教
育を担う女子の教育の必要性が高まった。そこで女性教育に用いられたのが「賢母
良妻j イデオロギーだが、 1910年の日韓合併によって「賢母良妻j イデオロギー
が定着するのである。はこの擦の「賢母良妻」イデオロギーは、合併前の儒教に基
づいた「賢母良妻Jイデオロギ_14とは異なって、日本帝国の植民地支配の一環と
して移入された日本の女子教育制15の一環をなすものであり、日本帝国の「良妻賢
母Jイデオロギ_16が内実をともないつつ朝鮮に導入されたのである。 17
日本帝国の植民地女性教育の導入によって朝鮮半島の男性は、従来の男女の位置
関係の崩壊の危機感を覚えた。日本帝国によって「外Jの活動の領域から追い出さ
れた朝鮮半島の男性たちには、支配できる場として家庭という「内Jしかなかった。
しかし日本帝留による女子中等教育政策は、朝鮮半島の男性にとっての唯一の支配
の場であるはずの rl1むまでもが奪われてしまう恐れを感じさせたのだ。朝鮮半島
出身の男性は家庭内での優位性を守るために、日本帝国による政治的・経済的差別
から家族を守るために再び家父長制を強化した。 18さらに日本帝国崩壊以降の在日
朝鮮人社会では、在日本大韓民国民団(以下、民団と略す)と在日本朝鮮人総連合会
(以下、総連とi略す)の各国体がそれぞ、れ行った女性教育によって在日朝鮮人女性は
??? ?
「賢母良妻Jイデオ口ギーに縛られた。民間は婦人会という女性組織で「家庭・文
化・経済に分けられ、近代家族を営む良妻賢母、良饗賢母に必要な文化的紫盤、合
理的な家庭経営J19を謡った。総連の女性同盟は「同胞女性の競睦と盟結を翻るj
団体として「民族的アイデンティティをもち安心して子どもを産み育て、祖国の統
一と民族の繁栄に向けて女性のすべき課題を果たしていく j ことを邑標にしてい
た。 20組織の歴史と活動内容は異なっていても、国家に奉仕させるために「緊母良
妻Jという理念が使われていた。日本帝国植民地主義とその選制は在日朝鮮人男性
に在自朝鮮人女性への支配欲を助長したのである。
しかし社会学者の窪在錫によれば、済州島の男女関係は朝鮮半島本土の儒教的文
化に克られる長男優遇思想、は希薄で、労働、婚婚、相続、親族組織など見ても、母:
系の紐帯は強く、本土ほどには済州島の女性の地位は低くなかったという。 21済州
島出身の在B朝鮮人女性たちは日本という新たな生活の場で、日本晴国による f女
性教育」と皇民化による在自朝鮮人のアイデンティティの危機から、在日朝鮮人男
性による朝鮮半島の前近代家父長制と「賢母良妻j イデオ口ギーに従属させられた
のだ。済州島出身の英姫は、日本帝国による朝鮮半島の植民地支配政策によって屈
折させられ、在日朝鮮人もみずから強化した家父長制と「緊母良妻j イデオロギー
によって、家父長制イデオロギーへの従属が強められたのである。
岩崎稔らは、以上のような状況を踏まえ、在日報鮮人社会におけるジェンダー秩
序について、以下のように述べている。
分断した国家であれ、国畏国家を待望した在日朝鮮人は本国の臨民統合を強
く望んだ、。その富民統合のイデオロギー、慣れ親しんだ前近代構教道徳をベー
スにして受容し、さらに在日朝鮮人の生活空間は司本帝国の社会的・経済的条
件のもとにあったので、在日朝鮮人にとって日本という生活空間は排外的で差
別的だ、った。その理由から家族・宗族・コミュニケーションを守るためにも家
父長制を強化せざるをえなかった。 22
先述した通り日韓合併後、日本帝国による植民地支配の政策の「女子教育j によ
って、朝鮮半島の家父長制と「良妻賢母」イデオロギーが変容した。そのうえ日本
で暮らす在呂朝鮮人男性は、日本で受けた差別・抑圧への反作用から生じた民族的
意識の高揚により、自分たちのアイデンティティの維持と日本帝国への反発から、
その家父長制と「賢母良妻」イデオ口ギーを一段と強化させたのである。 23
在日朝鮮人男性は臼本社会において民族を理由とする差別や排除に対する代償と
して家族を支記するなど、男性中心主義が強化された。 24在日朝鮮人男性が女性に
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向ける支配欲は、日本の新・!日植民地主義と在日朝鮮人の支配・被支配関係による
産物である。映画版ではこの歴史的・社会的・政治的支配と被支配の問題を浮き彰
りにするために、内なる f家j という領域で夫である在日朝鮮人男性の家父長的暴
力によって性的・身体的・精神的・経済的支配をうける犠牲者として、英姫は構築
された。
3. 日本帝盟主義に対する勝利の「戦利品Jとしての女一一山梨清子
二人自は戦争で夫を亡くした日本人女性の出梨清子で、俊平との関係において、
小説版とは違う映画版の清子の人物設定と、映画版の清子に対する金俊平の感情に
注昌する。これらの差異の分析を通して、映画版の金俊平が清子に対してみせる支
配欲の意味を検証する。加えて清子に対する俊平の支配欲を引き立てるために、清
子をどんな女性に構築したのか明らかにする。
その前に、映画版において金俊平が清子にみせる支配欲の意味をより鮮明に論じ
るため、小説版・映画版において清子が金俊平に「体j を売ることへの意味を先に
検討する。
小説版・映間版において、金俊平と出会う前の清子は、自本植民地支配と日本帝
国主義により民族的・階級的に清子は支配者側で差別を行う側、金俊平は被支配者
側で差別を受ける側であった。その力関係が、清子自ら自分の f体j を金俊平に売
るととによって覆ることになる。日本帝冨主義によって差別・抑圧される、日本に
住む朝鮮人の金俊平が資本の力によって呂本人女性を支配することは、男性による
女性の支配の意味とともに、日本人・在呂朝鮮人の力関係、支配者・被支配者の関
係を逆転することを意味する。しかも俊平による清子の所有は、日本人男性の日本
人女性への所有権・財産権の侵害であり、その侵害は資本主義の力に基づ、いている。
日本人の男にとってみれば、自国の女の性が、自分たちが支配し、差別・抑圧して
いる相手の在5朝鮮人により支配されることは屈辱であり、日本の家父長制の侵害
でもある。
その一方、在日朝鮮人男性が日本女性を性的に支配することは、朝鮮半島出身男
性をから「外」の活動の場を剥奪し、その f男らしさj を強奪してきた、植民地支
配において朝鮮半島出身者を劣位においてきた呂本の帝国主義に対する復讐であ
る。従って小説版・映画版において、金俊平にとって清子は、日本帝国主義からの
勝利の f戦利品j であった。 25
次に、小説版と映繭版において清子の人物像の差異と、小説版・映画版の清子に
対する金俊平の態度の差異を考察する。映画『血と骨Jの窪洋一監督は、日本帝国
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主義において支配・抑圧・差別を強いられた在日朝鮮人である金俊平の日本帝国主
義へのまなざしを垣間見せるために、映画版に三か所、小説版とは異なる設定を導
入している。
一つ自は、小説販においては、夫の戦死後、靖子がセックス・ワーカーに「没落j
した戦争未亡人であるとされているが、映画版ではその説明が排除されている。小
説販では俊平と出会う前の清子の素性を説明するが、その場面は以下のようになっ
ている。
寺回町で洋服の仕立て屋をしていた清子の夫は昭和十七年に召集され、設年
フィリピンで戦死した。わずか三年の夫婦だ、った。幸い家は焼けず残ったが、
生活のめどがたたなかった。(中略)何をしても女一人で生きていくのはきわ
めて厳しい時代であった。あとはおきまりのケースである。歳をいつわってミ
ナミのキャバレーに勤めた。(中略)巷に飢えた人間が溢れているご時世に、
三十五歳の寡婦に残された選択肢は限られていた。年寄りの後妻か、妾の口が
あればむしろ幸いかもしれなかった。(下、 pp.230"'232)
映画版において清子を、金俊平が日本帝国主義に対抗して獲得した「戦利品j と
するためには、清子はセックス・ワークの経験という「キズj のないきれいなトロ
フィーに再構築されねばならなかった。清子を「キズJのない「戦利品j とする場
合に用いられた価値基準は、女性の「性j の純潔さを最重要視する、家父長制的価
値観である。映画版からは、戦後セックス・ワーカーとならざるを得なかった清子
の性の「負」のイメージ、つまり純潔ではない fオンナ」という娼印が払拭されて
いる。
その上、金俊平が、セックス・ワーカーであることで日本社会から疎外された清
子を受け入れるのではなく、日本社会のなかで守られている女性を「ものJにする
ことで、その「戦利品j としての価値をあげたのである。清子を日本社会のなかで
も敬意を払われるべき女性として再構築することによって、金俊平が清子を資本主
義の力に基づいて屈服させたうえに、日本人男性の日本人女性への所有権・財産権
の侵害することができたのだ。
二つ自に、映画版において金俊平が識字能力のないことへの劣等感を清子にぶつ
ける部分が欠けているところである。これに対応する場面が以下の通りである。
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表3)小説版・映画版において文字の読める清子に対する金俊平の感J情
俊平 r..…おまえ、なんで子どもでけん(中路)二年もおって、
ム(1)-'主j
清子、押し黙って答えない。俊平、黙ったまま清子の襟首を摺み、その
まま階段を駆け降りる。(中路)俊平が豚の腐肉が入ったー斗缶から、
腐肉を一切れ取り出し、へたりこんでいる清子の口元に突きつける。腐
肉に顔をそむける靖子。
俊平「食え、食って精つけて、わしの子ども産めJ(中略)
俊平、腐肉を一切れ拾い阻唱して、清子の口を強引に開け、
じこむ。
吐きそうになる清子の顎を押さえ、無理矢理上下させて、阻鳴させよう
とする。(中略)
清子、口元から涯を流し、涙とも悲鳴ともつかない鳴咽をもらす。
(p.138) 
国4旗肉を強引に清子の口に入れる俊平
なんででけ
口移しでね
清子に腐肉を強要する俊平図3
??『???』
帰宅してみると、清子はニ階の部屋でお茶を飲みながら本を読んでいた。
読み書きのできない金俊平は、それが自分に対する嫌味に映り、お茶と茶菓
子を載せている座卓を蹴飛ばした。
「本なんか読みやがって。本読む暇があったら子供を産め!おまえは子供
の産めん体か!J 
面と向かつて露骨に女が劣等感をいだいている秘密を糾弾されて清子は返
す言葉を失った。(中略)その夜を契機に濯に酔った金俊平の暴力がはじまっ
た。
(下、 pp.269"-'270)
??????』
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小説版では、文字が読める清子に対して劣等感を感じる金俊平は靖子が子供を産
めないことを理由に暴力をふるう。日本帝国が植民地支配の一環として実施した土
地調査事業と産米増殖運動の結果、多くの戟鮮人は貧留に苦しみ、流放するように
なり、朝鮮の子どもたちは学習の機会を奪われた。
このような背景を踏まえ、朝鮮半島で暮らしているときから生活の設しさから全
く学校に行けなかった在E朝鮮人は、母国語はもちろん日本語の読み響きもできな
い人々が大多数であった。 27そのうえ在日朝鮮人にとって日本語の「識字能カJは、
呂本で生き残るために必要な機能的能力で、あったが、貧国と民族差別によって教育
の機会さえなかった。小説版において文字の読める清子に劣等感を感じる俊平の姿
は、日本帝国による植民地支配の「負Jの産物であり、日本帝国に対する増患が蕗
にするところである。
そして小説版の金俊平にとって清子の識字能力は、「女性らしさJを損なう能力
でしかない。その背後には、女性を子、特に息子を生産するための、手段としてし
か見なさない家父長主義が存在している。さらに彼女を生物学的な「メス」の位置
に庇めることによって、日本帝密主義によって男としての行き場を余儀なく失った
被植民地出身男性の劣等感を解消しようとしているとも言えるだろう。
それに対して映画版では文字の読めないことへの劣等感を感じる後平の姿は排
除、彼が清子に向ける暴力は彼女の性的再生産能力の欠落に対する言葉の暴力で、あ
った。映画全体を通しでも、金俊平の文字が読めないことを垣間見せる部分はある
が、そのことについて劣等感を感じる金の姿は描かれていない。これは日本の新・
!日植民地主義によって母国語はもちろん、日本語の読み書きが出来ない在日朝鮮人
の姿こそが日本帝国による f負j の産物であることへの説明から回避したことは否
定できない。さらに在日朝鮮人男性は識字能力の無さに対して恥じることのない、
無知であるというステレオタイフを築いたという側面もあるが、それとは対比約に、
女性に対して性的欲望と再生産機能を重視する f怪物J約な在日朝鮮人の姿を浮き
彫りにすることが出来た。そのうえ、清子と俊平の関係を、 rf臨Jの物語として二
人を恋愛関係に仕立て上げることによって、従来の日本帝国とi日・植民地という支
配と被支配の関係を克服しようとしたのである。
三つ自に、金俊平が脳腫擦で寝たきりになった清子を殺す方法の差である。
俊平が清子を殺す設定の差異は、小説版と映閥版における寝たきりになった清子
に対する俊平の感情の差から生じている。小説で金俊平は仕方なく清子の面倒をみ
ているが、いつまで続くのか不安を感じる。だが映画では、清子に愛着より執着す
ら感じさせるように彼女の麗倒をみる金俊平を描いた。この場面は以下の通りであ
る。
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表4)小説版と映画版における寝たきりになった清子を殺す金俊平の設定の差
密5 病人の清子を殺す金俊平 図6 清子の最後を見届ける金俊平
洗面器で新聞紙を濡らしている俊平。(中略)
俊平が清子の顔に濡れた新関紙を載せて押さえつけている。(中略)
俊平「……楽にしたった……J(中路)
濡れた新聞紙が次第に赤く染まる。無表情に、清子をじっと見ている俊平。
(pp.162"-' 163) 
「こいつは、はよ楽になったほうがええj(中略)
不意に金俊平は新聞紙を清子の顔にかぶせ、体重をかけてどすんと鹿った。
小iペシャ!と何かが潰れる音がして、「うおー」という断末魔の叫びがあがっ
説iた。(中略)新聞紙に血がにじんできた。(中略)清子は死んでいなかった。自を
血iむき、口を大きく開けて呼吸していた。ヒー、ヒーと喉の奥が破れて、そこ
喜|から空気は漏れているようだつた。(中略問、反応はなかった。ベシヤ!
I!:.I と何かが潰れる音がしたが、脳が潰れた音だろうか。頭蓋の縫い目からも血
がにじんでいる。(中略)rおばさんが死んでる」と告げた。酒を飲んでいる
金俊平は微動だにしなかった。(下、 pp.357"-'359)
小説版と映画版の両方における清子の介護は、家庭の f内」という閉ざされた空
間で、在日朝鮮人が!日来の支配者である日本人に介護というかたちで奉仕させられ
ることになり、日本帝国による支配・抑圧が繰り返されるのである。
それとは対比的に、俊平にとって清子の介護は男による女へ、在日朝鮮人から日
本人へ、所有主から所有物への暴力的な支配が隠されている。俊平にとって清子は
資本主義のカで手に入れた「ものjであり、かつ日本帝国主義からの「戦利品Jで
ある。だからこそ、その f戦利品jへの所有権・財産権を行使し、俊平は浩子の笛
倒をみるのである。その暴力的支配が浮き彫りになるのが清子を殺す俊平の姿であ
る。小説で、は清子の顔に濡れた新聞紙をかぶせて体重をかけて顔に座る残酷な殺し
方をし、最後も見届けず酒を飲む。清子を殺した後、清子を殺したのではなく苦し
みから救ったと思い込む俊平だが、映画版では、清子の顔に濡れた新聞紙をかぶせ
て窒怠死させ、彼女の最後を見届ける俊平が描かれている。小説版・ i決函版ととも
に清子の死は俊平の「ものJであるため、その始末も「ものJの主である俊平の権
力に委ねられた。その一方映画販における靖子の最期は、俊平が介護という呪縛か
ら逃れるためではなく、清子のことを考えての行動、すなわち「愛j ゆえの行為で
あるという措き方をしている。 f愛」が介在しなければ、俊平による清子の介護は、
朝鮮半島が日本の植民地支配に震かれた際の支配者側を、しかも女性を、被支配者
が介護することであり、これは、日本植民地主義・日本帝国主義の支配の繰り返し
である。通念的には女性の仕事として女性ジヱンダー化されている介畿を俊平が行
うことには、ジェンダー序列をかき乱す危機も潜んでいる。このジェンダー支配‘
新・!日植民地主義支配におけるヒエラルキーの問題を取り除くため、極洋一監督は、
俊平と清子の関係を恋愛の物語に仕立てたのだ。言い換えれば新・旧植民地主義・
民族・階級・ジェンダーが交差する支配・被支配の関係を、金俊平と精子の恋愛献
に仕立てることで乗り越えようとした。
これは、男による女への暴力的な支配を背後に隠しながら、金俊平と清子の関係
を恋愛の物語に仕立て、日本植民地主義 .B本帝国主義の対立と矛盾を女性の媒介
を通して乗り越えようとしたものである。言い換えれば、清子に対する金俊平の感
情が愛であるように描くことによって、金俊平と清子のジェンダー支配と新・!日植
民地主義におけるヒエラルキーの亀裂・矛盾の解消を試みたのである。
4. 日本帝国による在自朝鮮人への暴力を再現する女一一一鳥谷定子
三人目は、社会階層の低い女性でバラック小屋に精神薄弱の娘と一緒に住んでい
た鳥谷定子だが、脳腫療で寝たきりになった清子の介護を名患に俊平の家に迎え入
れられる。小説版と映画版における定子の設定の差、つまり定子の家出の設定の差
異を考察することで、映画版において定子が金俊平にふるう暴力の意味を検討する。
小説版と映画版における定子の外見は美に恵まれていないが、小説版で「美形で
ある必要はなかった。金俊平にとって必要なものは女の肉体であった。(中i略)確か
な手応えのある肉体こそ金俊平の望むところだ、ったJ26と俊平が定子を受け入れた
理由を述べ、乙こから読みとれるとおり、定子は家事手伝いという労働の役割とと
もに、俊平の性欲を解消してくれる「女j という性の f生殖器官」として迎え入れ
られたのである。
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小説版と映画版において定子は、金俊平の息子を産んで俊平の家族になり、財産
を自分の患子のものにしようするが、金俊平の抑圧・支配は変わらない。ところが
金俊平が倒れて下半穿麻痘になってから、最終的に定子は金俊平に暴力をふるって
家出をするが、この場面において小説版と映画版に差があり、それに対応する場面
は以下の通りである。
映画版と小説版において定子の家出の設定の差表5)
俊平「金、どこやJ (中略)
俊平、定子の足首を杖で叩く。(中略)定子、盆呈Of去を取り上げる。
俊平、土聞に倒れ込みながらも定子の足首を掴む。定子、片足の脚で俊
平を蹴るが、容易なことでは振り払えない。
俊平「殺したる!J 
定子、杖で俊平の腕を叩く。(中略)定子の足を摺んだ手を離そうとし
ない俊平。
定子、頭、肩、腰、脚とかまわず俊平に杖を振り降ろす。(中略)
俊平の額から血が流れる。(中略)さすがの俊平も痛みに耐えかねて、
附き声をあげる。(中略)
定子、髪を絞り苦しし、肩で息をしながら憎悪な目で俊平を見下ろす。
定子「死にぞこないが。うちを鼠めたらあかんでJ(中略)
定子「ああ、せいせいした・…-.J 
俊平「・…一」
大成通り(別日・早朝)
定子が龍ーを背負い、所帯道呉を持った、ゆき子、妙子、祐子、貞子を
引き連れ、晴々した顔で渡っていく。 (pp.1 79"" 180) 
??
図8子供達を連れて金の家を出る定子俊平に暴力をふる定子図7
??『???』
定子は手で鼻と口をふさぎ、金銭平をまたいで二階へ上がろうとした。そ
告|の定子の足を金俊平が摺んだ。(中路)
91 殺してやる!この淫乱!わしの金で好き放題しゃがって。わしをここま
~I でコケにしゃがって。きさまは何回殺してもあきたらん奴やJ (中略)
骨| 母親に指示された妙子は金俊平を避けて居間に行くと、桜の栂棒を取って
母親に手渡した。この桜の梶棒は昔から金俊平が片ときも離さずに持ってい
る護身用の武器である。その桜の捜棒を持った定子は足を摺んでいる金俊平
の腕を叩いた。だが、金俊平は定子の足を離そうとしなかった。定子は何度
も何度も金俊平の腕を殴打した。(中略)定子は、激情にかられて金俊平を殴
打.し続けた。(中略)
「死にぞこないが。うちを誠めたらあかんで!J (下、 PP.417"-'420)
小説飯・映画版において定子は、家庭という f内」の領域で、朝鮮半島の家父長
制に基づき俊平によって性的・身体的・精神的・経済的に支配された。だが、俊平
が健康を失ったことをきっかけに、俊平が定子に向けた「暴力Jを、定子が俊平に
繰り返すことによって俊平の支配から抜け出そうとした。
俊平は身体的損傷によって男の f性」がその機能を果たさなくなり、「外j の領
域で f男Jとして戦うことが出来なった。 f内J • r外Jの領域において「男Jと
しての行き場を失ってしまった俊平を、定子が十分な「男jではなくなったことで、
ジェンダー支配が覆るのである。重ねて定子に向ける俊平の資本主義イデオロギー
による支配において、その資本主義の根底である俊平のお金を定子が奪い取ること
で、俊平の支配を解除することができた。それだけではなく定子は俊平の「暴}JJ
を、倍加して俊平に対してふるうことにより、俊平による朝鮮半島の家父長制と
「賢母良妻Jイデオロギーの暴力から脱出したのである。
定子は、金俊平に朝鮮半島の家父長制、資本主義、ジェンダー序列による支配を
うけたが、金俊平の力の原理である暴力を逆に利用し、俊平に復轡するのである。
ジェンダ一関係において定子は金俊平より弱者であるが、植民地主義状況において
は日本国籍の定子が強者であるため、定子の暴力は、女による男への逆襲・復響で
あるだけではなく、植民地主義的関係における日本から在日朝鮮人への暴力の再現
でもあるのだ。
定子の暴力は最終的に臼本帝国の「良妻賢母Jイデオロギーによるもので、これ
については小説版と映画版における定子の家出の設定の差異から明らかになる。
小説版では、元夫との間で生まれた精神薄弱の娘だけを連れて家出をする。残さ
れた子供達4人は俊平との聞に生まれた子供で、その中の一人は自分の意思により
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母親の元に行き、残りの3人の子供を全員連れて俊平は北朝鮮に f!帰国J28するこ
とになる。小説版の定子は、妻と母親の役割を放棄した女性として描かれているが、
映画版では、家出の際に子供達を全員連れて行く母親に変えられ、母親の役割を果
たす女性へと組み立てられた。
それに対し映画版は、家出をする際に子供を全員連れて行く母親となり、日本帝
国の「良妻賢母Jのイデオ口ギーのうち、「賢母Jの役訴を果たす「母性j のある
f母j として再構築された。定子は「良妻賢母j の「良妻Jの役割を在自朝鮮人男
性対して果たすことはなく、子供達のために「良妻賢母j の「賢母Jの役割に重き
を置く日本国籍の女性として造形された。つまり、映画版では、自本国籍の女性が
日本靖国の「良妻賢母Jの f妻」としての規範を守るべき相手は、在日朝鮮人男性
ではないという、定子のナショナリズムがより強く描き出されている。
鳥谷定子は、金俊平に朝鮮半島の家父長制、資本主義、ジェンダー序列による支
配をうけたが、金俊平の力の原理である暴力を逆に利用し、俊平に復替するのであ
る。ジェンダ一関係において定子は金俊平より弱者であるが、植民地主義状況にお
いては白本毘籍の定子が強者であるため、定子の暴力は、女による男への逆襲・復
盤であるだけではなく、植民地主義的関係における日本から在日朝鮮人への暴力の
再現でもあるのだ。定子は子供を全員連れて家出をするが、俊平による家父長制的
の支配から脱出とともに、 f母性」ある「母j を充実に遂行する日本帝国の「良妻
賢母j の f賢母:Jとして構築された。
5. おわりに
本稿は、金俊平と3人の女性との関係を小説版と映画版との差異の分析を通して、
いかに金俊平という人物が、映画版において「怪物J的在日朝鮮人・男性として再
構築されたのかを考察した。
映画版で李英姫は、男の性的・肉体的・精神的・経済的暴力に抵抗することもで
きないような女性として表象された。そのことによって、朝鮮半島の家父長制と
「賢母良妻j イデオロギーに起因する俊平の暴力とその暴力を受ける英姫を対比的
にみせることで、俊平をより f怪物j 的男性に表象することができた。
靖子は、金俊平にとっての自本帝国に対する「戦利品j としての側面が強調され
ていた。それゆえに、小説版においては存在した清子の「性j の「負j のイメージ
が映画版からは払拭された。植民地主義・民族・階級・ジエンダー・資本主義の交
差による支配・被支配関係の問題を、 2人の関係を恋愛物語に仕立てることで乗り
越えようとした。さらに、二人を恋愛関係に仕立てることによって、寝たきりにな
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ってからの清子に対してみせる俊平の愛着が、金俊平の「笹物的j暴力を一層際立
たせた。
定子は、俊平の肉体的・資本主義イデ、オロギーによる暴力をもって俊平による朝
鮮半島の「賢母良妻j の規範の抑圧・支配から脱出する女性だが、映画!被において
定子は、日本奈留の「良妻賢母Jイデオロギーの暴力を俊平にふるう女性として構
築されたのである。つまり定子は、 B本人女性が「良妻緊母Jイデオロギーを遵守
すべき相手は日本国籍の日本人であるという民族主義・植民地主義を内面化してお
り、それを遂行する f日本帝国Jの女性として表象された。
星洋一監督は、小説『血と脅』の映画化において、歴史的・政治的・社会的文脈
から「在日j という特定性を正面から向かい合うことは避け、「在日Jものに「普
遍性j を獲得させるために、映画版において「在自j の特性を排除しようとした。
そこには本作品を一般の日本人観客にも受け入れやすいものにしようとする、商業
的成功を目指す意識も働いている。
しかしながら、日本における「在日Jの歴史的・政治的・社会的状況を認識して
いる観客からみると、俊平の「怪物性j の背後に働いている要因は明らかである。
握監督は、「在臼」の植民地支配の政治的・社会的・歴史的背景が分かる観客だけ
がわかるように、金俊平が日本帝留による植民地支配によって「怪物j にならざる
を得なかった存在として表象したのである。このような仕組みを通して、映翻『血
と骨Jは、「在日」ものでありながら、「普通性j を得ることができた、商業的「在
日」映画といっても過言ではない。
注
小説・映闘『血と骨』には、 1921年、朝鮮済州島生まれの主人公が17才の時、「君が
代丸Jという船に乗ってB本の大阪の猪飼野の朝鮮人集落に住み付いて以来、そこで
家庭を作り始め、 1982年までの金俊平の壮絶な模様が軸となっている。
2 梁石日(ヤン・ソギルド 1936年8月13日大阪市猪飼野生まれの「在日j の作家で、著書
に小説『タクシー狂想曲~ rr族譜の果て~ Iï子宮の中の子守歌~ rr夜を賭けて~ (2002年
金守珍監督により映画化) Iï血と骨~ (2004年雀洋一監督により映画化) ~夏の炎~ r間
の子供たち.!l rr異邦人の夜~ rr海に沈む太陽~ Iiカオス』などがある。
3 謹洋一(さい・ょういち): 1949年7月6日、長野県佐久市生まれの在日韓国人2世(国籍
を朝鮮から韓国に変更)の映画監督である。東京朝鮮中高級学校高級部を卒業後、照明
助手として映臨界に入り、小道呉、製作進行を経て、主としてテレビ映画の助監督と
なる。大島渚 f愛のコリーダ』や村)1透『最も危険な遊戯』などのチーフ助監督を務
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め、 1981年日本テレピ f70ロパガンダ-~で監督デビューする。 1983年、映題デビュ
ーとなった F十階のモスキート』で毎日映画コンクール新人賞、ヨコハマ映画祭新人
監督賞を受賞した。他の映画作品には『性的犯罪ふ『いつか誰かが殺されるふ『友よ、
静かに旗れ』、 F黒いドレスの女』、『花のあすか組!jJ、 fAサインデイズ』、 F豚の報い』、
『犬、走る』、『血と骨』などがある。
4 本稿において在5朝鮮人、 f在自j という名称の使い分けは以下の通りである。朝鮮半
島が日本の植民地支配された時代に日本へ渡り、解放後にも日本に住み続けた朝鮮人
は「在日朝鮮人Jと称する。加えて小説『血と骨』においても金俊平は在日朝鮮人で
あると描写されているので、小説版・映画版『血と脅Jの金俊平は「在日朝鮮人j と
して呼ぶ。それとは別に本人、もしくは先担が朝鮮半島出身である人たちを、朝鮮・
大韓民国という留籍を関わない意味で「在日Jという呼称を使うことにする。
5 窪洋一・梁石臼 rr在日小説』の枠を突き破る強烈な舘性が偉大な普遍性を獲得したJ
『アプロ2ljJ2(8)巻号、 1998年、 4"-'5頁
6 映画『血と骨』は、高和政の「欲望のままに暴力をふるい続け、金に対する飽くなき
執着心をもっ主人公・金俊平の姿に、く人間の「業J>が見事に描き出されているj、
「在日朝鮮人の物語であるにとどまらないく正倒的な人間像>を描ききった作品」であ
るという評、垣井道弘の r血と脅』は一人の並外れた男と家族の物語で、在日韓国人
の歴史ではない。むしろ父と息子の葛藤を描くことで、物語としての普遍性を獲得し
ているJという評、上野昂志の「歴史を描くと形骸をさらすのに、いい加減うんざり
していたところに、まず個としての人間をその肉体において描いた作品が現れたj と
いう内容の評価を得た。
高和政 f高品化される暴力一映画『血と骨』批判J r前夜(第一期)~ 4巻号、 2005年、
40貰
塩井道弘「握洋一監督口ングインタビュー 一醜悪のゆえに光輝くこともあるJrキネ
マ旬報jJ2004年11月下旬、 33頁
上野昂志「血と骨作品評Jrキネマ旬報jJ2004年11月下旬、 42頁(引用!願)
7 戦前の朝鮮人の代表的イメージは、社会の底辺を支える貧しい労働者で、誠実に生き
る人というものであったが、戦後の戟鮮人は従順でもの静かな植民地人から、大日本
帝国の被抑圧者であった悲劇の民族へとイメージが変化した。 1960年代から1970年代
の映画では、日本の支配に対して抵抗する朝鮮人の姿がようやく描かれるようになっ
たが、一方で、朝鮮人が恐怖の対象であった時代を描く作品も現れ、その多くは戦後
の混乱期を舞台としたヤクザ映画が多い。 1980年代の終わり頃から1990年代にかけて、
在日の映画人が在日を描く作品、在日の作家の小説を原作とする作品なども現れ始め、
在日のイメージは大きく変化する。貧困や犯罪、そして植民地時代という暗いイメー
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ジが希薄になり、また本名を隠してひっそり生きているというステレオタイプから、
可揖化された存在になったのである。
門間貴志「朝鮮人と中国人のステレオタイプはいかに形成されたかJWスクリーンのな
かの他者』岩披警活、 2010年、 142~156頁参考
8 佳洋一・鄭義信・梁石日の F映画「血と脅J の世界~ (新幹社、 2004年)からの引用で、
以下本論での映画『血と脅』からの引用はすべてこの番籍からのものである。
9 梁石日『血と骨J](上)、(下)(幻冬舎文鹿、 1998年)からの引用で、以下本論での小説
『血と骨』からの引用はすべてこの書籍からのものである。
10 小説 f血と骨Jにおける英姫の職歴は以下の通りである。
済少H島から大坂へ渡る→大阪岸和田紡績工場→語商売→金俊平と出会う→酒商売を続
ける→関市でものを売る→関市で大量密売→滞鉾工場の金事の準備・頼母子講→朝鮮
の雑貨屋→酒高売→ヒロポン密造→酒商売
日 韓国の家父長制は、女性に対して「三従Jr七去之悪Jという伝統的な儒教規範の従属
を強く説いてきた。それは父系継承線を維持し、祭詑を守りつづける呂的から生まれ
たものである。朝鮮半島の家父長制は役割の配分においても、 f男女有7]IJ という男女
の徹底した役割の分担だけではなく、空間的な領域の区分、隔離をも含んだ、。 朝鮮半
島において女性は単に差別の対象であったというよりも、領域的にもはっきりと男性
と区分された存在だ、ったのである。そして国家的観点から男女の対等は認めながら、
性に基づく役割の配分を天性の差とみなして、女性は男性を凌ぐようなことはするべ
きではなく、「家」を治め、 f家」の秩序を安定させる存在として重視される。
瀬地山角、前掲書、 145、 214~216頁参考
12 瀬地山角、前掲書、 127頁
13 1905年をさかいに朝鮮半島で f賢母良妻Jという言葉が女性教育に用いられ、 1906年
以降に f賢母良妻Jという言葉が四字熟語の言葉としてメディアに頻繁に登場するこ
とになるo
金員淑 rEl本の「良妻賢母j と韓国の「賢母良妻」 にみる女子教育観JW日本近代国家
の成立とジェンダ-J]柏書房、 2003年、 31、38頁
14 1898~1909年韓日合併前の「賢母良妻J 像は、国民たる夫の内助者、次世代の国民の
教育者、家庭管理などの役割が遂行できる「賢母良妻j 的な女性であり、その養成を
目的として女性教育の実施が行われた。つまり、学問活動と知的活動とはまったく無
縁のままに生きてきた従来の女性のあり方では、近代由民国家を建設するための基盤
は形成されにくいため、社会の原動力なる家庭を改革することは、まず家庭の主体者
なる婦人のあり方から変えさせる必要性が出てきたと見て取れる。
金翼淑「日本の「良妻賢母j と韓国の「賢母良妻1にみる女子教育観JIi'日本近代富家
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の成立とジェンダ-.Jl柏書房、 2003年、 30"-'31頁参考
15 朝鮮教育令j第5条は女子高等普通学校の教育毘標として f婦徳の酒養j を取り上げ
ているが、ここでの f婦抱j を女子修身教科書では、く従j慎と温和と貞操>として提
議している。家事を中心とした家庭科教育が高等学校での教育科目のーっとなり、家
庭内で男性の助手や協力者になれるように実用的な裁縫、手芸などが教育されたよう
に、ごく少数の官・公立学校以外において、女性は知識教育から排除されたのである。
李寵錦「植民地朝鮮の「新女性j と母性イデオロギ一 一ーの小説 rJと彼女の言説
分析を通して一一-JWお茶の水女子大学ジェンダーセンタ一年報』第9号、お茶の水女
子大学ジェンダー研究センター出版、 2006年3月29白、 41頁 参考
16 富国強兵をめざす明治政府は、菌民生活の近代化を促進する必要から、率先して西洋
の近代思想や生活様式を取り入れ、文明開化の風潮は明治初期の新しい世相となった0
1871年学制の公布によって国民教育の基礎が形成されるなか、日清戦争、 B露戦争の
経験によるナショナリズムの高揚がきっかけとなり、国力増強と近代国家づくりに必
要な次世代の育成の必要性が高まった。次世代教育のために女性教育が実施され、そ
の内容とは次世代の育成が出来る賢い母、「家j という領域を切り盛りできる妻の役割
が強調され、「良妻賢母Jイデオロギーに基づく女子教育の政策が行われる。家庭内家
事など儒教的な「良妻賢母Jイデオロギーに代わり、「国家主義的J強い良妻賢母主義
が登場してきた。
金鑓淑「日本の f良妻賢母j と韓国の「賢母良妻Jにみる女子教育観JW EI本近代国家
の成立とジェンダー』柏書房、 2003年、 20頁 参考
深谷畠志『良妻賢母主義の教育』禦明書店、 1965年、 pp.139"-'140 参考
千野陽一「良妻賢母JW世界大百科事典』第29巻、平凡社、 1988年、 687頁 参考
17 瀬地山角、前掲載、 142頁
18 宋連玉「在日朝鮮人女性とは誰かJW継続する植民地主義一ジェンダー/民族/人種/階級』
背弓社、 2005年、 262"-'263貰
19 宋連玉川在日J女性の戦後史JW歴史のなかの f在日H 藤原書j苫、 2005年、 142頁
20 宋連玉、前掲響、 142頁再引用
21 宋連玉、前掲響、 134--135頁再引用
22 岩崎稔・大川正彦・中野敏男・李孝徳『継続する植民地主義 ジェンダー/民族/人種/
踏級』脅弓社、 2005年、 262"-'263頁
23 日本に住む朝鮮人に対しては、朝鮮に住む朝鮮人に対する以上に、過酷な搾庄が加わ
っていた。盟家権力による支配だけでなく、社会的差別の強制力によって呂常がとり
かこまれたからである。朝鮮人としての被差別と日本人への同化強制の点において、
はるかに厳しい生き方を辿らされたのである。
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小沢有作 F在B朝鮮人教育論 歴史籍』亜紀欝房、 1973年、 31貰
24 徐阿寅「在日朝鮮人女性にみる世代間の連帯とエスニシティーーー東大阪におけるデイ
ハウスの事例からJf国際移動とく連鎖するジェンダー〉 再生産領域のグ口一パル{凶
作品社、 2008年、 187頁
25 小説版と映画肢の両方から、金使平が清子を fモノj にしたことへの喜びから、朝鮮
人部落の街で日本帝国主義からの勝利の「戦利品j である靖子を見せびらかす場面が
ある。この場面から金俊平にとって稽子の存在は、ただ「女Jの「性j を「ものJに
することではなく、在日朝鮮人が「日本人女性j を fものj ことに意味が付与されて
いることが、再確認できるのである。
26 梁石日、前掲書(下)、 336頁
27 識字と人権一国際識字年と日本の課題』国際識字年推進中央実行委員会編、解放出
版社、 1991年、 134頁
28 北朝鮮「帰国j 事業は、 1959年12月14日から1984年7月25日まで行われ、日本の新
潟港から北朝鮮の清津港まで187回に渡る掃国船で約93390名が北朝鮮に rl賄額jした。
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